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自己紹介

京都大学理事（情報基盤，図書館担当）・副学長
2012.10.1〜2022.9.30 図書館機構長（（兼）附属図書館長）
2021.4.1〜現在 情報環境機構長

2014.3.6-2014.7.31
文部科学省ジャーナル問題に関する検討会 委員

2015.4.27-2017.3.31
内閣府オープンサイエンス推進に関するフォローアップ検討会 委員

2016.12.28-2019.3.31, 2019.4.1-2020.3.31
内閣府国際的動向を踏まえたオープンサイエンス推進に関する検討会 座長

2016.1-2018.12
arXiv.org, Member Advisory Board

2017.4.12-2019.3.31
文部科学省第9期学術情報委員会 主査代理

2018.3.1-2019.3.31 
JST 科学技術情報発信・流通総合システム運営アドバイザリー委員会 委員

2018.12.18-2020.9.30 
日本学術会議・オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会・副委員長

2019.6.14-2021.2.14 
文部科学省 科学技術・学術審議会第１期情報委員会 委員

2020.1.27-2021.2.14
文部科学省 科学技術・学術審議会電子ジャーナル問題検討部会 主査

2020.12.28-2022.6
日本学術会議「オープンサイエンスを推進するデータ基盤とその利活用に関する検討委員会」 委員

2021.3.29-2023.2.14
文部科学省 研究振興局 科学技術・学術審議会専門委員1



発表内容
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１．学術情報の変化とジャーナル問題の整理
２．研究のライフサイクルと合わせたジャーナル問題の変化
３．グリーンOAとしての機関リポジトリ：京都大学の取り組み
４．グリーンOAとしてのプレプリントサーバ
５．研究のオープン化・DXへの取り組み例
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学術情報の変化
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オープン化

現在

未来過去

アーカイブ オープンアクセス＝手法

書籍 EJ
eBook

情報の紙（もの）
への固定

ものから分離された
情報の集積

図書館という
公共への集積

情報の単位のシフト

データ

論理

ものと情報の同
時性・同一性の

解放

クロス利用

資料

資料

資料

資料

資料

資料

公共物の概念

集積

全てのアクセス
の保証

多様な知
（ローカル）

電子化・保存

多様な知の集合

時間からの解放

書籍単位

図書館 ネットワーク

研究データ

オープン概念

電子化



学術の分野・フェーズを見定めた対応

オープン化

現在

未来過去

アーカイブ オープンアクセス＝手法

書籍 EJ
eBook

情報の紙（もの）
への固定

ものから分離された
情報の集積

図書館という
公共への集積

情報の単位のシフト

データ

論理

ものと情報の同
時性・同一性の
解放

クロス利用

資料

資料

資料

資料

資料

資料

公共物の概念

集積

全てのアクセス
の保証

多様な知
（ローカル）

電子化・保存

多様な知の集合

時間からの解放

書籍単位

図書館 ネットワーク

研究データ

オープン概念

電子化

アクセスの確保 フェアユース

恒久的なOA環境
の準備
（グリーン）

研究インパクト
獲得⽀援
（APC経費等）

転換契約

流通の確保

（ゴールド）

ビッグディール問題

すべてのオープン化
IIIF等データの国際標準の推進

著作権問題
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検証
思考

論文出版

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

客観性の獲得

論文採択
編集価値

著者版の公開

モチベー
ション

研究公正

ジャーナル問題

研究リテラシー

大学における研究のライフサイクルの構図(2000年代）

オープン化
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シリアルズクライシス



検証
思考

論文流通

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

客観性の獲得

論文採択
編集価値

著者版の公開

モチベー
ション

研究公正

ジャーナル問題

論文のエビデンスデータ
のオープン化

研究リテラシー

大学における研究のライフサイクルの構図の変化(2010年代前半）

KURENAI
JAIRO
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エビデンスデータの保証

オープン化

イン
テ

グ
リテ

ィ

出版社，機関による
研究データの囲い込み

ハゲタカ論文
の問題

主
戦
場



検証
思考

論文流通

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

一次データ

二次データ

メモ・Log

キュレーション

一般化
処理技術

処理技術

記録

研究指導

研究プライオリティ

学会，コミュニティ

客観性の獲得

オープン化 (APC含む)
論文採択
編集価値

著者版の公開

オープンデータ
Data Repository モチベー

ション

研究公正 データ管理・運用

データ管理 データ運用

ジャーナル問題

研究データ
プラットフォーム

多様性

研究者育成

研究リテラシー
（支援・保護）

分野の再定義

ワークフローの
健全化・戦略性

大学における研究のライフサイクルとOAへの展開(2010年代後半）

オープン化

arXiv, BioRxiv, …., Jxiv…..
オープン査読

KURENAI
JAIRO

データ駆動

多様なオープン化チャネルの確保
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研究のプロセスの戦略的オープン化からデータ科学へ

データの
クローズ戦略

査読プロセスの選択



発表内容

11

１．学術情報の変化とジャーナル問題の整理
２．研究のライフサイクルと合わせたジャーナル問題の変化
３．グリーンOAとしての機関リポジトリ：京都大学の取り組み
４．グリーンOAとしてのプレプリントサーバ
５．研究のオープン化・DXへの取り組み例



京都⼤学のオープンアクセスの取り組み

1st 学位論文の電子化 Repository

義務的活動

2nd OAポリシー策定（義務化） Original submission

自発的活動

3rd オープンデータの模索 Data archive, IIIF

主導権の確保

4th コミュニティの再構築 Direct and indirect
データ戦略

分野，大学間，学問領域を超えた相互運用

理念的活動2015

2017

2006

研究戦略

協調的活動

国際的認知

ジャーナルに関わる図書館だけではできない

12



京都⼤学オープンアクセス⽅針 (2015)

京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を，「京
都大学学術情報リポジトリ
KURENAI」によりインターネット
上で原則公開することを定める．

研究公開のツールとしての
ブランドを確立する

UI: 著者⼊⼒の煩雑さを回避し，承認のみ
研究者情報データベースとの連携 13



戦略的機関リポジトリのブランド確立（グリーン戦略）

・Google の検索の上位
・大学評価への寄与
・研究者評価への寄与

出版社のOAだけでなく別チャネルを
設定することで，アクセスが増加
（研究には多様なアクセスが必要）

ルール変更：
Scopus からGoogle ベースのランキングへ

2015 OA ポリシー

データベースの内容と質が出版と異なる
14
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論文サイテーションへのリポジトリ公開の効果

Data Collection and Processing
• Scholarly articles

• Retrieve scholarly articles from Scopus that meet the criteria:
1. An article has at least one author belonging to Kyoto University or an 

institution affiliated with Kyoto University
2. An article was published between 2010 and 2019
3. An article has been assigned a Crossref DOI
4. An article is a journal-article

• Classify the scholarly articles into two groups: 
• Scholarly articles deposited to KURENAI
• Non-deposited scholarly articles

• Metrics and data
Metrics Data

number of citations COCI (OpenCitations Index of Crossref open DOI-to-
DOI citations)number of citations from other fields

number of downloads access logs on KURENAI

Deposited articles Non-deposited articles
all 7.74 (9,950) 6.42 (57,076)
articles not co-authored 
with foreign researchers 7.12 (6,730) 5.55 (31,082)

Number of Citations

Ø In general, scholarly articles available on KURENAI have been cited 
more than their counterpart. 

ØThe difference in the number of citations of articles co-authored with 
foreign researchers depending availability on KURENAI is smaller 
than the difference in the number of citations of all articles 
depending on the availability of KURENAI. 
⇨ KURENAI contributes to increasing the number of citations of 
scholarly articles that are not co-authored with foreign researchers. 

* We show the geometric mean citation with respect to each group. 
* The numbers in the parentheses are the number of scholarly articles. 

Number of Citations from Other Fields 
Deposited articles Non-deposited articles

citations 7.74 (9,950) 6.42 (57,076)
citations from other fields 3.49 (8,782) 2.79 (49,168)

ØPublications in other fields account for a higher percentage among 
publications that cite deposited articles, compared to among 
publications that cite non-deposited articles. 
⇨ KURENAI contributes to increasing citations by scholarly articles in 
different fields and promoting interdisciplinary research. 

Deposited articles Non-deposited articles
percentages of citations 
from other fields (%) 39.25 33.26

* We show the geometric mean citation with respect to each group. 
* The numbers in the parentheses are the number of scholarly articles. 
* We identify fields of scholarly articles using ESI Journal List. 

* We show the arithmetic mean of percentages with respect to each group. Number of Downloads
Number of downloads

all 195.12
gold OA (articles that are also open access on publishers) 157.74
hybrid OA (articles that are also open access on publishers) 166.23
articles available on any repositories (including preprints) 196.51
articles available only on institutional repositories 247.75

ØScholarly articles that are open access only on IRs have been 
downloaded more frequently than those that are also open access 
on other platforms (e.g., open access journals and other repositories)

ØRecently, as the number of submissions of scholarly outcomes to 
KURENAI has increased, it takes some time until a deposited article 
becomes available on the repository. 

ØIt would be helpful to introduce a system that prioritizes publication 
of scholarly articles that are not open access on any other platforms, 
when processing submissions. 

C.Nishioka, Citation Advantages of Green Open Access Articles: A Case Study at Kyoto University, OPENSCIENCE FAIR, Sept.21 (2021)
https://www.opensciencefair.eu/2021/lightning-talks/citation-advantages-of-green-open-access-articles-a-case-study-at-kyoto-university 

研究者への自然な
インセンティブ

リポジトリ機能
・研究者は承認のみ

（push で運用）
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研究プライオリティ確保の重要性への認識

Preprint server (Green OA)

Physics，Mathematics, Computer Science , Quantitative-Bio,
Quantitative-finance, Statistics, EESS, Econs

Support researchers  to keep
their originality and priority

社会的なコンセンサス
の欠如

17

⾃ら制度設計を
せずにタダ乗り
で否定する姿勢



Preprintの変化：需要と供給 arXiv.org
(1991-2016)

18

現状を知らない
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研究のオープン化・DXの新たな取組の例：京都大学

検証
思考 理論/

数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

リポジトリ

実験
計測

データ処理
一次データ

二次データ

モチベー
ション

データ保存
研究公正

データ運用支援基盤センター

データ駆動
シミュレーション

研究リテラシー

研究のサイクル

図書館機構
オープンアクセス

オープンデータ

研究DXへの
フィードバック

学術情報メ
ディアセン
ター

データエンジニア

データサイエンティスト

データキュレータ

ライブラリアン

データアナリスト

データライブ

ラリアン

データシェアデータ管理

オープン化

研究ライフサイクルに従った組織と人のデザイン戦略

20



• Open Science Framework システム

による学内環境の構築と学認への
データ共有
• 学外研究者とのデータシェア

データコンピューティング
基盤

ユーザー管理・認証システム

デジタル化された

研究データ

データマネジメント計画に

基づくデータの格納

学内外のデータおよび

データベースを用いた
データ駆動型計算資源
とユーティリティの提供

研究者PC，研究室ストレージ，

機関ストレージ，クラウドの間で
のデータ共有の階層を提供

ユーザインタフェースの認証

管理下で，研究データ計画
から管理，運用のデジタル
環境を提供

研究プロジェクト

に応じたデータリ
ンク，データマ
ネージメント

第6期科学技術・イノベーション基本計画および京都大学ICT基本戦略2022に基づき、従来個々の研究者に負担が強いられてきた研究

データの保存・管理を、大学として共有や連携まで含めたプラットフォームと体制を整備し、「データ基盤センター」を新たに設置する。こ
れにより、研究分野を横断し、国内外の研究機関とデータ連携を進める。

図書館機構

学術情報メディアセンター

KURA

情報環境機構

コンサルティング

HPC

VPN

研究科
研究所
ユニット

オープンアクセス・オー

プンデータ，研究公開．
メタデータ付与と運営

データ運用支援基盤センター

既存サービスを接続するOSF

認証サーバー

海外・
フィールド

ストレージ提供 データ駆動型計算機

データ管理支援

実験
データ

一次
データ

二次
データ

京都大学

要求概要

データリポジトリ
コア

ファシリティ
データ
ベース

研究室群

コラボレーション

研究DXを創発する横断型データ駆動のためのデータ運⽤⽀援基盤センターの創設

部局データポリシー策定・運営 21
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古典的研究活動(1990年代まで）とジャーナル問題

学術出版
論文流通

研究資料・
データの保存 研究資料・

データの運用

研究リテラシー

実験・検索・検証

論証・出版

ノウハウ
秘匿資料

作法出版

既存出版資料
との比較

出版Goal

・属人的．共同研究が困難
・パラダイムの見直しが困難
・研究公正の環境が欠如
・リテラシー教育の欠落

Closed

システム論の欠如

・学問・研究の自由
・オリジナリティ
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牧歌的世界



研究のライフサイクルと
データマネージメントのライフサイクルの課題

https://blogs.helsinki.fi/thinkopen/know-your-data-rdm-series-1/

情報分野のデジタルツインの発想

研究データの
ライフサイクル

研究のライフサイクル

Cyber
Physical

両者のプロセスの連携と人がデザインされていない 24


